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１．はじめに  

 東日本大震災は，津波により我が国の沿岸部全体に甚大な被害をもたらした．このような広域な被災状況を

把握する手段として衛星リモートセンシング技術は有効である．これまでに著者らは，昼夜問わず曇天時にお

いて地表面の状態を観測することができる合成開口レーダを使った津波浸水域の判読について研究を行って

きた 1)．一方，災害時の被害判読は，できるだけ多くの情報を活用することが望ましいため，光学センサデー

タの活用についても検討する必要がある 2)． 

本稿は，光学センサで観測した衛星データを使って，東日本大震災における津波浸水域の判読を試みたこと

について報告するものである． 

２．研究対象地域及び使用データ  

 研究対象地は，図－１に示すとおり，津波による浸水被

害を受けた福島県相馬市と南相馬市の沿岸域である． 

 浸水域の判読に使用した衛星データは，一般財団法人リ

モート・センシング技術センターが JAXAとの協力で東日

本大震災の支援活動に利用することを目的に無償配布した

ALOS/AVNIR-2データである．衛星データの観測日は，被

災前が 2011 年 2 月 23 日で，被災後が 2011 年 3 月 14 日

である． 

 なお，実際の浸水状況の確認は，国土地理院が公開して

いる被災地域の空中写真を使用した． 

３．解析方法  

 入手した衛星データは，1 ピクセルが地上分解能 10m に相当するように幾何補正処理を施した後，DN 値

を反射率に変換した． 

 本研究では，津波浸水域の判読方法として，被災前後の２時期の画像を使用した(1) NDVIを使った方向と，

(2) NDWIを使った方法について実施した． 

 NDVIによる解析は，反射率画像データを，次式によって NDVI値に変換したものを使用した． 

 

 

ここで，B4：バンド 4の反射率（%），B3：バンド 3の反射率（%）． 

 また，NDWIによる解析は，反射率画像データを，次式によってNDWI値に変換したものを使用した． 

 

 

 ここで，B2：バンド 2の反射率（%），B4：バンド 4の反射率（%）． 

 何れの指標も，水域の近赤外波長域（バンド 4）の反射率は低いという特徴を利用したものである．よって，

NDVI値は，浸水後は浸水前よりも値が低く，NDWI値は，浸水後は浸水前より値が高い傾向を示す． 
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図－１ 研究対象地域 

         (B4 － B3) 
NDVI =                                        (1) 
         (B4 ＋ B3) 

         (B2 － B4) 
NDWI =                                        (2) 
         (B2 ＋ B4) 
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４．解析結果 

（１）NDVIによる浸水域の判読結果 

図－２は，被災前の NDVI 画像に赤色を，被災後の

NDVI画像に緑色と青色を配色し，カラー合成した画像

である．赤色は浸水域，白色は変化無しの地域を示す． 

ここで，浸水域を示す赤色の部分でも，濃い赤色（変

化が激しい）と薄い赤色（変化が少ない）の地域が見ら

れた．両地域について，被災後の航空写真で確認した結

果，濃い赤色部分は湛水している地域であることが判明

した． 

 NDVIは，一般に，植物の活力状態の判読に用いる指

標であるが，浸水被害前後の NDVI 画像は浸水域の判

読に利用できることが分かった． 

（２）NDWIによる浸水域の判読結果  

 NDWI 値に対して閾値を決めることで浸水域の判読を

行った． 

図－３は，被災後の NDWI画像のヒストグラムを示す．

ここで，NDWIヒストグラム 2山の間の最小部分（0.4）

以上を水域とみなすこととした． 

図－４は，被災後の NDWI 値に対するレベルスライス

画像である．被災前後の NDWI 画像を基に，水域とそう

でない地域を二値化処理し，これをカラー合成処理する

ことで浸水被害を受けた箇所を判読することができる． 

NDWI画像と NDVI画像を比較した結果，NDWIによって

判読した浸水域の場所は，被災前後の NDVI カラー合成

画像における濃い赤色部分とほぼ一致していることが

認められた． 

５．おわりに 

 雲の無い昼間の観測であれば，光学衛星で観測した

NDVIと NDWIは，津波浸水域の判読に有効であることが

示された．これらのデータは，合成開口レーダのデータ

と併用することにより，浸水域判読精度が向上できるも

のと考える． 
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図－４ 被災後のNDWIレベルスライス画像 

図－３ 被災後のNDWI画像のヒストグラム 
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■被災後： 

緑色・青色を 

配色 

図－２ カラー合成画像 
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